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特　集

－平成 27 年度施政方針と当初予算－

1 歳 6 か月健診にて（3 月 6 日）
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地方創生と 5つの政策の柱

　公約に掲げた 5 つの政策の柱を着実に進めるとともに、引き続き

『子育て環境日本一！のまちづくり』 『健康寿命日本一！のまちづく

り』に重点を置くほか、「人口減少対策」「地域活性化対策」など「地

方創生」につながる施策を積極的に進め『元気で明るく活力ある魅

力的なまち』の実現を目指します。

地方創生に向けての重点施策

●�人口の現状を分析、人口の将来

ビジョンを策定するとともに、

地域特性を生かした将来につな

がる『阿賀野市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略』を平成 27 年

度中に策定し、積極的に「人口

減少対策」および「地域活性化

対策」に取り組みます。

●�五頭温泉郷に農業、温泉、バイ

オマス資源を生かした「市民交

流農園ハウス・新規就農者支援

ハウス」を整備し、農業の活性

化と併せ、定住人口の増加、交

流人口の拡大を進めます。

●�新潟大学との間で締結した「中

学生生活習慣病予防事業に関す

る共同研究」を一歩進め「健康

寿命延伸・生活習慣病予防治療

医学講座」を開設する予定です。

●�「あがの市民病院」開院と同時に、

外来に生活習慣病の発生や重症

化を予防・治療する「糖尿病・生

活習慣病予防治療センター」を

設置し、各種データの提供・解析・

研究の成果を施策に生かします。

●�五頭温泉郷が「国民保養温泉地」

の指定を受け、アンチエイジング

の取り組みを進め「健康寿命延伸・

生活習慣病

予防治療医

学講座」の開

設と併せ、「健

康福祉都市」

として、広く

県内外に情

報発信し、地

域活性化を

図ります。

安全・安心な暮らしの実現　ー安心して暮らせるまちづくりー

●�「あがの市民病院」の 10 月 1 日

開院に向け鋭意整備を進めます。

また、指定管理者である新潟県

厚生農業協同組合連合会と連携

し、新潟大学との関係を重視し

ながら医師の確保を進めます。4

月から数人の常勤医が増える見

通しとなり、今までにも増して

診療体制の充実が図られます。

●�地方創生の重点施策の一環とし

て、新成人を対象に、将来にわ

たって健康を維持してもらうこ

とを目的として、血液検査や血

圧測定を無料で受けてもらう

「20 歳の健康プレゼント事業」

を立ち上げます。

●�誰でもどこでも気軽に取り組め

る運動普及のために、ラジオ体

操やけんこつ体操、シャキ！いき！

健康法、ノルディックウォーキン

グを組み合わせ、自治会、企業、

保育園等に指導者を派

遣し、啓発に努めます。

●�「防災行政無線」が 4

月から運用開始となり

ます。また、土砂災害

警戒区域に指定された

地区に防災行政無線や

緊急速報メールなど、

複数の手段により防災

情報を伝えるとともに、

現地に危険箇所を周知

する「土砂災害警戒標

識板」を設置し、円滑

な避難行動ができる体

制整備に努めます。

子ども育成支援の充実　ー子育て環境日本一！のまちづくりー

●�「妊婦さん応援事業」として、

出産予定日までの妊婦健診助成

に加え、予定日を過ぎて出産す

る人のために、健診の自己負担

を出産まで延長して助成します。

●�第 3 子以上の子どもに対し、生

まれてから 1 年間、紙おむつ代

を助成する「紙おむつプレゼン

ト事業」に取り組みます。

●�仕事と子育ての両立を支援する

「病児保育」について、対象年齢

の引き下げなど利用要件を拡充

し、充実します。

●�奨学金返済の一部を支援すること

により、阿賀野市への定住を促す

取り組みとして「阿賀野市Ｕター

ン奨学金補助制度」を創設します。

●�小中学校の自主的な活動に対し

て補助する「あがの学校活動応

援補助金」を創設します。

●�年少児から低学年を対象に、基

本的な体力をつける

ため、それぞれの段階

に応じてレクリエー

ションやニュースポー

ツを取り入れた「子ど

もの体力向上支援事

業」を立ち上げます。

平成27年第1回阿賀野市議会定例会 (3月）において、市

長が述べた施政方針の概要を紹介します。施政方針とは、

市長の市政運営に対する基本姿勢や当該年度の重点施

策、予算編成の基本方針などを説明したものです。

（全文は市ホームページに掲載しています）

施政
方針

平成27年度

地方創生

関連事業

5 つの

政策の柱①

5 つの

政策の柱②
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高齢者や障がい者福祉の充実　ー健康寿命日本一！のまちづくりー

●�認知症施策が急務となっいるこ

とから、認知症の人と家族、地域

住民、専門職等が誰でも参加で

き、集う場として「認知症カフェ」

を立ち上げます。また、認知症

地域支援推進員の配置、初期集

中支援チームの体制整備を行い、

地域で認知症についての理解を

深め、認知症の人と家族を支え

る体制づくりを進めます。

●�障がいのある人が安心して社会

参加できる環境を整えるための

新たな取り組みとして、援助を

必要とする人が携帯し、いざと

いうときに必要な支援や配慮を

周囲の人にお願いする「ヘルプ

カード」を導入・普及します。

障がいに対する理解を促進する

とともに、つながりのある地域

づくりを推進します。

地域経済の活性化　ー元気で明るく活力のあるまちづくりー

生活に密着した住環境整備の促進　ー魅力的なまちづくりー

●�自治会からの要望が多い「消雪

施設」は、計画的に整備しながら、

雪や災害に強い道路づくりを進

めます。

●�「ごみ」の減量化と適正処理の

推進について、リサイクルなど

家庭ごみの排出量を減らす 3R

の推進を取り組みます。また、

老朽化したごみ処理施設の改修、

設備の修繕を行い、今後の焼却

場や最終処分場などの整備に当

たっては、五泉市・阿賀野市・

阿賀町一般廃棄物処理施設整備

推進協議会で検討を進めます。

●�子育て世代の定住化や市外から

の転入促進策として「虹の架け

橋住宅取得支援事業」を拡充し

ます。また、空

き家の適正管理

と有効利活用を

図るため「空き

家リフォーム助

成事業」を新た

に創設します。

文化かおるまちづくり 市民力によるまちづくり

施政方針平成27年度

●�「がんばる農家応援事業」として、

施設園芸ハウスの張り替え支援

や種苗費を支援する園芸産地化

支援、新規就農者中古農機具購

入支援などを行います。

●�新潟県酪農発祥の地である市の

酪農の担い手を確保するため「が

んばる酪農家応援事業」に取り

組み、酪農家の減少に歯止めを

かけます。

●�国の交付金を活用し、市民から

要望の多い「プレミアム商品券」

を発行します。

●�小売業の事業支援として「中小

小売店支援商品券」、温泉地への

誘客対策として「五頭温泉郷旅

行券」、この他「あがの美
お い

味しい

お米商品券」「あがの生活ギフト

券」「あがの子育てギフト券」な

ど、それぞれの商品券を発行し、

地域経済を支える商工業や観光、

農業の下支えを行います。

●�中小企業が新たな事業に取り組

みやすくするため「創業・中小企

業成長支援事業」を実施します。

●�五頭温泉郷の知名度を上げ、ブ

ランド力を高めるために「ラジ

ウム温泉」を生かし、健全な保

養地として国が認める「国民保

養温泉地」の指定を目指します。

5 つの

政策の柱③

5 つの

政策の柱④

5 つの

政策の柱⑤

●�地域交流センターとしての水原

公民館、各種スポーツなどで利

用する水原総合体育館において、

それぞれ大規模改修を行い、今

まで以上に利用しやすい環境を

整えます。

●�総合型クラブやスポーツ団体へ

の活動支援を通じ、子どもたち

の自然体験や社会体験の活動を

通して、社会性や豊かな心を育

む取り組みを進めるとともに、

市民の体力向上と健全な心身の

育成に努めます。

●�市民力を生かした自助・共助・

公助による協働のまちづくりを

進め、市民活動やボランティア

活動に参加しやすい環境整備に

取り組みます。

●�市民活動やボランティア活動へ

の参加を促す取り組みとして「い

きいきボランティア応援事業」

を創設します。
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（前年度比　△ 5.6％）

208億8,900万円
一般会計 当初予算

◆収入

家庭 市 金額（円）

給与

基本給 市税、地方交付税 191,000

諸手当
地方譲与税・交付

金、国県支出金
78,000

パート収入ほか

分担金・負担金、

使用料・手数料

など

13,800

預貯金利息 財産収入 500

預貯金の取り崩し 繰入金 13,300

前年度の残金 繰越金 3,200

銀行からの借り入れ 市債 33,500

合計 333,300

◆支出

家庭 市 金額（円）

食費 人件費 58,600

医療費、教育費 扶助費 55,200

光熱水費、消耗品

費
物件費 39,900

車の修理費など 維持補修費 3,300

家の改修、車の購

入費など
普通建設事業費 37,200

自治会費、サーク

ル活動費など 補助費等 21,300

子どもへの仕送り 繰出金 65,900

預貯金の積み立

て、株式購入

積立金、投資・

出資金等
6,400

借り入れの返済 公債費 45,500

合計 333,300

市の予算を 1 か月分の家計簿にしてみると…
　市の一般会計予算を年収 400 万円の家庭

に置き換えて、家計簿を作ってみました。

　首都圏では景気上向きといわれています

が、地域経済はまだまだ好転せず、給料も前

年度並みです。子どもへの仕送

り（病院事業へ）が減った半面、新たな改修（水

原公民館、水原総合体育館など）への費用も

必要で、計画的な支出が求められています。事業会計・特別会計
　特定の事業を行う場合や、特定の収入を特定の支出に充て、一般

会計とは区別して経理する必要がある場合に設置する会計です。

◆特別会計◆

①国民健康保険特別会計 50億4,636万円

②介護保険特別会計 47億1,244万円

③公共下水道事業特別会計 30億3,968万円

④後期高齢者医療特別会計 7億6,869万円

⑤集落排水事業特別会計 2億9,773千円

⑥工業団地造成事業特別会計 4,422万円

⑦少年自然の家特別会計 2,759万円

⑧押切外四ヶ大字財産区特別会計 502万円

◆事業会計◆

①水道事業会計

　安全な水道水を確保・供給するための会計です。

収益的収入：13億3,590万円　支出：12億7,345万円

資本的収入：01億8,379万円　支出：07億1,644万円

②病院事業会計

　水原郷病院の運営や新病院を整備するための会計です。

収益的収入：06億7,772万円　支出：14億9,794万円

資本的収入：29億6,491万円　支出：29億7,019万円

歳出

民生費
57億9,791万円（27.8%）

「高齢者や障がい者、
児童の福祉に」

教育費
26億4,185万円（12.6%）

「学校や図書館、公民
館などに」

土木費
21億8,204万円（10.4%）

「道路や河川、公園の
整備に」

衛生費
29億9,189万円（14.3%）

「ごみ処理や医療、病
気予防に」

公債費
27億6,900万円（13.3%）
「借入金の返済に」

総務費
17億2,468万円（8.3%）

「自治会や市営バスな
どに」

農林水産業費
9億7,182万円（4.7%）

「農業や畜産の振興に」

商工費
8億1,974万円（3.9%）

「商工業や観光、産業
振興に」

消防費
7億5,585万円（3.6%）

「消防や救急活動に」

議会費
1億8,362万円（0.9%）
「議会の運営に」 労働費・その他

5,060万円（0.2%）

歳入

地方交付税
79億1,700万円

（37.9%）

市債
20億9,710万円

（10.0%）

繰入金
8億3,574万円

（4.0%）

国県支出金
40億8,899万円

（19.6%）

市税
40億5,605万円

（19.4%）

地方譲与税・交付金
7億9,928万円

（3.8%）

負担金・繰越金など
5億7,677万円

（2.8%）

諸収入
5億1,807万円

（2.5%）

事業会計

特別会計

■この記事に関する問い合わせは、財政課 財政係へ　☎ 62-2510（内線 273）
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　育児や介護を行う従業員への支援に

ついては、「法律の枠内の育児・介護

休業制度」や「短時間勤務制度」の割

合が高く、事業所内の支援体制が進ん

できています。

　しかし、休業中の従業員代替要員に

ついては、「部署内でやりくり」や「配置転換で

代替」との回答の割合が高くなっています。

　また、育児・介護休業制度を促進する場合の問

題点では、「育児・介護休業などによる代替要員

の確保が難しい」「職場で周りの人の業務量が増

える」との回答の割合が高くなっています。

■育児休業【回答数：188（複数回答）】

法律の枠内の育児休業制度
短時間勤務制度

所定外労働の免除
始業・終業時間の繰り上げ・繰り下げ

特に実施していない

フレックスタイム制度
再雇用制度

転勤・配置転換の際の配慮

在宅勤務制度

企業内託児所設置

その他
保育施設や保育サービスを利用するための経費の援助

350 5 10 15 20 25 30 35

33.2

17.9

14.6
11.8

8.2

4.9
4.6

2.6

1.0
0.5

0.5

0.3
30 (％ )50 1510 2520

■介護休業【回答数：172（複数回答）】

法律の枠内の介護休業制度
短時間勤務制度

特に実施していない
始業・終業時間の繰り上げ・繰り下げ

所定外労働の免除

フレックスタイム制度
再雇用制度

転勤・配置転換の際の配慮

介護施設や介護サービスを利用するための経費の援助

在宅勤務制度
その他

350 5 10 15 20 25 30 35

32.5
15.1

14.8
13.9

11.4
4.8

3.9
3.0

0.3

0.3

0.0
30 (％ )50 1510 2520

育児や介護を行う従業員の支援

ー男女共同参画および少子化対策に関する事業所調査結果ー

　市では、「男女がともに参画し、夢と幸せをは

ぐくむまちづくり」を実現するため、さまざまな

取り組みを進めています。

　このたび、家庭と仕事の両立ができる働きやす

い環境づくりを推進するため、男女共同参画およ

び少子化対策に関する事業所調査を実施しまし

た。調査結果の一部を紹介します。

仕事と生活の両立ができる
働きやすい環境づくりを目指して

仕事と生活の両立ができる
働きやすい環境づくりを目指して

今後の取り組み

　調査結果から、「仕事と生活の調和（ワーク・

ライフ・バランス）を図るための環境の整備」お

よび「男女共同参画意識の啓発」を進めていくこ

とが必要であることが見えてきました。

　今後、この 2点に重点を置き、市の男女共同参

画社会の実現に向けて取り組みを進めます。

　調査に協力をいただいた市内事業所の皆さんに

厚くお礼申し上げます。

　調査結果の詳細は、市民協働推進課で閲覧でき

るほか、市ホームページに掲載しています。

■この記事に関する問い合わせは、市民協働推進課 市民協働推進係へ　☎ 62-2510（内線 281）

●調査対象：�市内に所在する従業員 10 人以

上の全ての事業所

●調査期間：�平成 26 年 8 月 1 日～ 9 月 1 日

●調査方法：�郵送による配布・回収

●回収結果：�配布数 378 件、回収数 200 件、

回収率 52.9％

火災から住宅を守る
   3 つの習慣、4 つの対策   

春の火災予防運動が始まります － 4 月 1 日（水）～ 7 日（火）－

　ちょっとした不注意で火災が発生しています。

たこ足配線やごみ、ホコリが原因で発火する事例

は、日頃の点検や掃除で防ぐことができます。

■平成 23 年～ 26 年の火災原因トップ 5

第 1 位：電気配線・電気装置等（12 件）

第 2 位：放火の疑い（7 件）

第 3 位：まきストーブ・かまど関係（4 件）

第 4 位：たばこ（3 件）

第 4 位：ガスバーナー（3 件）

阿賀野市の火災原因

3 つの習慣、4 つの対策

■ 3 つの習慣

1. 寝たばこは、絶対にしない。

2.�ストーブは、燃えやすいものから離れた

位置で使用する。

3.�使用中のガスこんろから離れるときは、

必ず火を消す。

■ 4 つの対策

1. 住宅用火災警報器を設置する。

2. 寝具、カーテンは、防炎品を使用する。

3. 消火器等を設置する。

4.�高齢者や体の不自由な人を守るために、

近所の協力体制をつくる。

　次の習慣と対策により、火災を大幅に減らすことができます。

■この記事に関する問い合わせは、市消防本部 予防課へ　☎ 62-2058

　住宅用火災警報器は 1個数千円で販

売されています。設置により、最小限の

被害で済んだ事例はたくさんあります。
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平成 27年度 阿賀野市行政組織
　市の所有する財産を一元的に管理し、公共財産の効果的・効率

的な運用を図るため、「管財課」を新設しました。

　部・課・係等の名称と配置場所は次のとおりです（指定管理施

設を除く）。職員名が記載されている「職員配置図」を市役所・

各支所の受付に備えました。必要の際は、ご用命ください。

【係名等】

議会係

秘書係、企画経営係

庶務係、人事係、電算係

地域安全係

安田支所

京ヶ瀬支所

笹神支所

市民協働推進係、広報広聴係

財政係

財産管理係、入札契約係

市民税係、資産税係、収税係

市民係、相談係、環境係

環境センター

母子係、成人係、健康づくり係

国保年金係、後期高齢係

元気長生き支援係

地域医療推進係、病院事業管理係

病院建設係

福祉企画係、児童福祉係、児童相談係、

援護係、障害福祉係

相談支援係

介護保険係、高齢福祉係

地域包括第一係

地域包括第二係

【室名等】

課長 中野孝英、参事 　部一雄

危 機 管 理 室

元気長生き支援室

病 院 建 設 室

障害者総合相談支援センター

地域包括支援センター阿賀野

地域包括支援センター笹神

局長 小林定次

課長 小林正男

参事 長川繁晴

（危機管理監）

課長 遠藤孝栄

課長 羽賀　存

課長 西村和幸

課長 遠藤　勝

課長 関川嗣雄

課長 横山　修

課長 米山和朗

課長 小菅章義

（福祉事務所長）

課長 目黒　裕

【課・局名等】

議 会 事 務 局

市 長 政 策 課

総 務 課

市民協働推進課

財 政 課

管 財 課

税 務 課

市 民 生 活 課

健 康 推 進 課

地域医療推進課

社 会 福 祉 課

高 齢 福 祉 課

【部名】

次ページへ続く

◆

総

務

部

部
長 

圓
山
　
知

民

生

部

部
長 

井
上
秀
子

市 議 会

☆

副

市

長

★

市

長

田
中
清
善

【係名等】

社会教育係、図書館係、文化行政係、管

理係、市民スポーツ係

農林企画係、農林振興係、農林整備係

商工振興係、企業誘致係、観光係、施設

管理係

瓢湖管理事務所

建設係、維持緑地係、計画調整係、都市

計画建築係、行政係、国土調査係

下水道管理係、下水道維持係、下水道建設係

庶務係、営業係、工務係、維持係、浄水

係、水質係

出納係

教育総務係、施設係、学校支援第一係、

学校支援第二係

審査係

庶務係、農地調整係

改善支援係

庶務係、管理係

消防係、機械係、救急救助係、通信司令係

審査係

消防団係

図 書 館

幼 稚 園 2 園

博 物 館

五頭連峰少年自然の家

給 食 セ ン タ ー

中 学 校 4 校

【室名等】

書記長 渡邉滝雄（監査委員事務局長兼務）

書記長 関川嗣雄（市民生活課長兼務）

課長 清田　仁（新潟県から派遣）、参事 長谷川誠一

分署長 渡邉安雄

公 民 館

体 育 館

教 育 セ ン タ ー

小 学 校 10 校

局長 　肥田浩明（防災課長兼務）

農業経営改善支援センター

か が や き 分 署

会計管理者（課長） 長谷部教秀

課長 小林　広、参事 髙橋幹彦

課長 見原健司

課長 飯野喜夫

課長 五十嵐勝哉

管理指導主事

　伊藤信行

局長 渡邉滝雄

局長 　桐秀一

課長 本多孝德

課長 肥田浩明

課長 澤田元夫

署長 佐藤　聡

【課・局名等】

生 涯 学 習 課

農 林 課

商 工 観 光 課

建 設 課

上 下 水 道 局

会 計 課

学 校 教 育 課

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

農業委員会事務局

総 務 課

防 災 課

予 防 課

消 防 署

消 防 団 事 務 局

固定資産評価審査委員会

【部名】

◆

岩村弘一

会計管理者

教 育 長

消防長 唐橋繁英

次長 佐藤　聡

（消防署長兼務）

産
業
建
設
部

 

部
長 

土
岐
　
昇

選 挙 管 理 委 員 会

監 査 委 員

農 業 委 員 会

消 防 本 部

消 防 団

固定資産評価審査委員会

☆

教育委員会

★

（2 階）

（2 階）

（2 階）

（2 階）

（2 階）

（別館2階）

（5 階）

（3 階）

（1 階）

（水原保健センター 1 階）

（1 階）

（1 階）

（1 階）

（笹神支所庁舎）

（別館 2 階）

（3 階）

（3 階）

（上下水道局庁舎）

（1 階）

（笹神支所庁舎）

（3 階）

（安田支所庁舎）

（消防庁舎）

局長 荒木秀樹

上水道次長 仁谷邦男

浄水場長 木滑　稔
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避難情報などを市内全域に一斉放送

　
4
月
6
日
（
月
）
か
ら
緊
急
地
震

速
報
や
避
難
勧
告
な
ど
の
緊
急
情

報
を
地
域
に
放
送
す
る
「
防
災
行
政

無
線
」
の
運
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　
市
内
１
３
４
か
所
に
設
置
し
た

ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
、
非
常
時

の
避
難
勧
告
や
災
害
発
生
時
の
避

難
所
開
設
な
ど
の
情
報
を
一
斉
に

伝
達
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
通
称
・
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）・
安
全

安
心
メ
ー
ル
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

連
動
し
、
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め

の
情
報
を
即
時
に
発
信
し
ま
す
。

　防災行政無線の運用開始！ 検
査
結
果
で
健
康
づ
く
り

第
3
回
地
域
医
療
市
民
講
座

　
3
月
11
日
、
水
原
郷
病
院
の
風
間
暢の

ぶ

男お

医
師
を
迎
え
、「
検
査
結
果
は
健
康
の
羅
針

盤
」
の
演
題
で
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
30
代
か
ら
70
代
ま
で
の
20
人

が
受
講
し
ま
し
た
。
受
講
者
は
、
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
話
に
耳
を
傾
け
、
講
演
時
間

が
延
長
さ
れ
る
な
ど
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
誰
に
で
も
分
か
り
や

す
く
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
話
だ
っ
た
」「
運

動
の
大
切
さ
、
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
防
衛
省
の
補
助
事
業
で
新
た
に
高
規

格
救
急
自
動
車
を
配
備
し
ま
し
た
。

　
配
備
さ
れ
た
高
規
格
救
急
自
動
車
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
傷
病
者
に
対
応
で
き
る
よ

う
最
新
鋭
の
救
急
資
器
材
を
積
載
し
て

い
る
ほ
か
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は
夜
間
走

行
時
の
視
界
が
従
来
の
も
の
よ
り
も
良

く
、
赤
色
灯
は
ど
の
方
向
か
ら
で
も
救

急
車
の
位
置
を
確
認
し
や
す
い
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
夜
間
の
災
害
現
場
に
対
応
す

る
た
め
、
車
両
両
脇
に
作
業
灯
を
取
り

付
け
、
よ
り
安
全
・
確
実
・
迅
速
な
活

動
が
行
え
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
に
高
規
格
救
急
自
動
車
を
配
備

市
民
の
生
命
を
守
り
ま
す

熟
練
し
た
技
能
の
証
し
！

第
28
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
銀
賞
受
賞

　
2
月
20
日
か
ら
23
日
ま
で
、
幕
張
メ
ッ

セ
（
千
葉
市
）
で
第
28
回
技
能
グ
ラ
ン

プ
リ
が
開
催
さ
れ
、
石
工
職
種
で
田
辺

石
材
店
の
田
　
聡
志
さ
ん
（
北
本
町
）

が
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
熟
練
技
能
者

が
技
能
レ
ベ
ル
の
日
本
一
を
競
う
も
の

で
、
全
国
で
28
職
種
４
４
４
人
、
新
潟

県
で
12
職
種
16
人
が
出
場
。
新
潟
県
選

手
団
で
最
上
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
田
　
さ
ん
は
、「
次
回
も
挑
戦
し
て
良

い
成
績
を
収
め
た
い
。
昔
な
が
ら
の
石

の
加
工
技
術
を
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
い

た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
2
月
15
日
、
瓢
湖
探
鳥
会
・
野
鳥
保

護
の
集
い
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
雪
が
少
な
い
中
で
の
探
鳥
会
と
な
り

ま
し
た
が
、
瓢
湖
で
は
毎
年
数
羽
し
か

見
ら
れ
な
い
「
ス
ズ
ガ
モ
」
や
パ
ン
ダ

ガ
モ
の
愛
称
で
知
ら
れ
る
「
ミ
コ
ア
イ

サ
」
な
ど
32
種
類
の
野
鳥
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
者
は
冬
季
に
お
け
る
瓢

湖
の
野
鳥
観
察
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
福
祉
会
館
で
野
鳥
保

護
の
集
い
が
行
わ
れ
、「
カ
モ
科
鳥
類
生

息
状
況
調
査
」
や
各
地
の
冬
鳥
情
報
の

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

瓢
湖
探
鳥
会
・
野
鳥
保
護
の
集
い

32
種
類
の
野
鳥
を
発
見
！

後
世
に
昔
話
を
受
け
継
ぐ

あ
が
の
お
話
の
会
冊
子
寄
贈

　
3
月
13
日
、
昔
話
の
伝
承
活
動
を
行
っ

て
い
る
「
あ
が
の
お
話
の
会
」
代
表
の
宮

田
レ
イ
さ
ん
と
語
り
部
の
長
谷
川
マ
サ

ヱ
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
長
谷
川
さ
ん

が
受
け
継
ぐ
24
話
の
昔
話
を
掲
載
し
た

冊
子
「
ば
あ
の
語
り 

と
ん
と
ん
む
か
し 

あ
っ
た
て
ん
が
」
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
冊
子
は
、
同
会
が
3
年
前
か
ら
準

備
し
、
あ
が
の
市
民
活
動
補
助
金
を
活
用

し
て
２
０
０
冊
を
作
成
。
今
後
、
市
内
の

図
書
館
や
学
校
に
寄
贈
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
宮
田
さ
ん
は
、「
こ
の
冊
子
を
見
て
、

楽
し
み
な
が
ら
昔
を
よ
く
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

囲碁・将棋大会

　
2
月
22
日
、
安
田
公
民
館
で
第
46

回
囲
碁
大
会
と
第
44
回
将
棋
大
会
が

行
わ
れ
、
26
人
の
参
加
者
に
よ
る
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
同
士
の
交
流
も
積
極
的
に

行
わ
れ
、
大
会
の
終
了
後
に
は
「
ま
た

来
年
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
葉
を
交
わ

し
て
別

れ
て
い

ま
し
た
。

　
大
会

結
果
は

上
記
の

と
お
り

で
す
。

一手入魂！ 音
楽
を
通
じ
て
命
を
考
え
る

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
会

　
2
月
19
日
、
赤
坂
小
学
校
で
市
人
権
擁
護

委
員
の
山
川
敦
子
さ
ん
（
中
ノ
通
）
を
講
師
に

迎
え
「
ピ
ア
ノ
演
奏
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
川
さ
ん
は
、
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
な
が
ら
、

曲
と
曲
の
間
に
「
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
」

や
「
友
達
へ
の
思
い
や
り
の
心
、
相
手
の
立

場
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
」
の
大
切
さ
な
ど

を
語
り
か
け
、
参
加
し
た
4
～
6
年
生
の
児

童
た
ち
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
児
童
は
、「
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み
た
い
と

思
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

左から、宮田代表、長谷川さん、田中市長

◆◇ 結果 （敬称略）◇◆

囲碁 Ａグループ Ｂグループ
優勝 渡部春夫 笹川　汪

準優勝 田中　正 金子以長

３位 井上　久 川口　勝

将棋 Ａグループ Ｂグループ
優勝 樋口勝也 本多　士

準優勝 對馬吉春 中島拓也

３位 渡邊正純 渡邊秀成

6
4
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豊
富
に
残
る
市
内
の
歴
史
的
遺
産

　
文
化
財
と
聞
い
て
想
像
す
る
も
の
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
。
法
隆
寺
な
ど
世
界
遺
産
や
国
宝
級
の

文
化
財
は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
県
内
で
は
世
界
遺
産
の
登
録
に
向
け
進
め

ら
れ
て
い
る
佐
渡
の
金
銀
山
も
広
く
認
識
さ
れ
て

い
る
文
化
財
で
す
。

　
文
化
財
は
、
人
類
の
文
化
的
活
動
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
も
の
で
、
特
に
価
値
が
高
く
後
世
に

残
す
べ
き
遺
産
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
阿
賀
野
市
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
一

覧
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.a

g
a
n
o
.n

iig
a
ta

.jp
/

life
/3

/1
0
/3

6
1
/

）

◆
親し

ん

鸞ら
ん

聖
人
伝
説
が
残
る
木

　
4
月
下
旬
か
ら
5
月
上
旬
ご
ろ
に
、
満
開
の
花

が
小
島
の
地
に
春
色
を
演
出
す
る
「
梅ば

い

護ご

寺じ

の
珠じ

ゅ

数ず

掛か
け

ザ
ク
ラ
」
で
す
。

　
こ
の
桜
の
花
は
一
様
に
紅
色
で
、
花
び
ら
は
約

80
枚
あ
り
、
花
房
が
数
珠
の
よ
う
に
う
つ
む
い
て

垂
れ
下
が
っ
て
咲
く
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
由
来
は
鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、

親
鸞
聖
人
が
残
し
た
植
物
関
連
の
伝
説
の
中
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
親
鸞
聖
人
が
越
後
の
国
に
流
罪
と
な
っ
た
際
、

梅
護
寺
付
近
に
滞
在
し
、
そ
の
後
、
他
の
地
へ
向

か
う
と
き
に
、
手
に
持
っ
て
い
た
数
珠
を
桜
に
掛

け
、「
私
の
教
え
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
桜

は
数
珠
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
、
そ

の
桜
は
親
鸞
聖
人
の
言
葉
ど
お
り
、
数
珠
の
よ
う

な
花
房
を
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
珠
数
掛
ザ
ク
ラ
は
、
昭
和
2
年
4
月
8
日
に
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
12
本
の
後
継
樹

　
平
成
14
年
、指
定
樹
が
「
な
ら
た
け
病
」
に
感
染
。

数
年
に
わ
た
る
治
療
の
努
力
も
報
わ
れ
ず
、
そ
の

長
き
に
わ
た
る
一
生
を
終
え
ま
し
た
。
一
方
、
治

療
と
と
も
に
取
り
組
ん
だ
の
が
組
織
培
養
に
よ
る

後
継
樹
の
増
殖
で
し
た
。
培
養
は
見
事
成
功
し
、

平
成
19
年
に
は
正
式
後
継
樹
2
本
を
含
む
12
本
を

梅
護
寺
に
移
植
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
珠
数
掛
ザ

ク
ラ
を
守
る
会
」
の
皆
さ
ん
の
献
身
的
な
保
護

管
理
も
あ
っ
て
、
順
調
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
満

開
に
咲
き
誇
る
伝
説
の
桜
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ

ず
、
そ
の
か
れ
ん
な
表
情
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.a
g
a
n
o
.n

iig
a
ta

.jp
/

so
sh

ik
i/k

a
n
k
o
u
/6

0
4
1
.h

tm
l

）

※�

「
じ
ゅ
ず
」
は
普
通
「
数
珠
」
と
書
き
ま
す
が
、

「
珠
数
」
を
用
い
ま
す
。

問い合わせ
市民協働推進課 市民協働推進係 ☎ 62-2510（内線 282）

【フェイスブック】http://www.facebook.com/gozuccho.agano

【ホームページ】http://www.city.agano.niigata.jp/site/gozuccho/

ごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします

ごずっちょ通信

●�

潮
田
さ
ん
の
記
事
を
楽
し
く
拝
見

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
う
れ

し
そ
う
で
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

「
ま
ち
が
い
さ
が
し
」
を
孫
に
負

け
ら
れ
な
い
と
思
い
、
初
め
て
応

募
し
ま
し
た
。
　 

（
60
代
・
男
性
）

☆�

今
月
号
の
ク
イ
ズ
に
も
挑
戦
し

て
、
か
わ
い
い
ご
ず
っ
ち
ょ
グ
ッ

ズ
を
手
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

最
近
、
育
児
中
で
家
に
居
る
こ
と

が
多
く
な
り
、
広
報
を
読
む
機
会

が
増
え
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
目
が

い
く
の
は
子
育
て
情
報
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
30
代
・
女
性
）

☆�

今
月
号
か
ら
、
も
っ
と
身
近
に
広

報
紙
を
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

写
真
を
多
く
使
っ
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

3
月
号
の
健
診
の
記
事
を
読
ん

で
、
健
診
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
関

す
る
情
報
を
載
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　 

　（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
で
天
朝
山
の

歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。
　 

（
70
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

毎
号
、「
私
の
住
む
地
域
」
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
地
域

の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
良
い
で
す
。
　 

（
30
代
・
男
性
）

★3月も市内外に
　　　　　お出掛けしてきたっちょ。

　水原保健セ
ンターで 3 歳
児 健 診 に 来
た 親 子 に 交
通ルールの遵
守とシートベ
ルト・チャイ
ルドシート着
用の必要性を
呼び掛けてき

たっちょ。市外のイベントは、水の駅「ビュー
福島潟」で開催された「雁

がん

と白鳥シンポジウム」
に、福島潟イメージキャラクターの「クイク
イ」と一緒に出演してきたっちょ。ごずっちょ

のお出掛け情報はホームページを見てっちょ。

★ごずっちょグッズの新商品が発売
　されたっちょ！
　メゴコロハートワークスさんから「コース
ター」が発売されたよ。価格は 500 円で販売場
所は、市内の
イベントや「お
んこ茶屋」だ
よ。
　おんこ茶屋
には、コース
ターの他にも
作品が置いて
あるから寄っ
てみてっちょ。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

結
婚
を
機
に
阿
賀
野
市
に
移
住
し

ま
し
た
。
地
域
の
こ
と
が
詳
し
く

分
か
る
「
私
の
住
む
地
域
」
が
お

気
に
入
り
で
す
。 

（
40
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

表
紙
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
励
む
子

ど
も
の
顔
が
す
が
す
が
し
く
て
良

か
っ
た
で
す
。　
　（
80
代
・
女
性
）

☆�

有
名
選
手
の
指
導
に
よ
り
、
上
達

し
よ
う
と
真
剣
に
取
り
組
む
子
ど

も
た
ち
が
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

広
報
お
知
ら
せ
版
に
、
水
原
郷
病

院
に
新
し
い
医
師
が
着
任
す
る
と

載
っ
て
い
ま
し
た
。
市
民
の
一
人

と
し
て
身
近
で
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

で
し
た
。
　
　
　 

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

ボ
ケ
防
止
に「
ま
ち
が
い
さ
が
し
」

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
見
つ

け
た
と
き
は
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

子
育
て
に
関
す
る
市
の
取
り
組
み

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
私
も
子

育
て
中
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
が
あ
り
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

食
育
の
ペ
ー
ジ
は
読
み
ご
た
え
が

あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
40
代
・
女
性
）

№34

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってま～す♪

P.N そうたさん
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★ 3 月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 3 月号の当選者
・中島正子さん　・菊地美穂さん
・本間孝子さん　・五十嵐正樹さん
・小林剛さん　・P.N 春よ来いばあちゃんさん
・P.N RX‐78‐2 さん　・P.N ココナさん 
・P.N こつぶちゃんさん　・P.N ふじっこさん

《応募総数 30 通　27 通正解》

ありがとうございました。

　上の 2 つの写真で、5 か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入

し、はがきか電子メール、ＦＡＸで 4 月 15 日（水）

必着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を

希望する人は、その旨をお書きください（氏名も必

ず書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人に

ごずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所　広報広聴係

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　 

広
報
広
聴
係 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　広報あがのでは、皆さんからのご意見ご感想をお待

ちしています。その他、地域の話題や珍しい出来事、

自慢のイラストなど、どしどしお寄せください。

紙面

　図書館では、毎月、新しく入った本や四季をテーマにした図書の展示紹介を行っています（写真は、水原中学校市民図
書室の展示コーナーです）。4 月 23 日（木）から 5 月 12 日（火）まで「こどもの読書週間」です。本に親しみ、読書の喜び
や楽しみを知るためにも、ぜひ図書館へ足を運んで、お気に入りの一冊を探してみてください。※ 左側が実際の写真です。

★今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆
キーホルダー

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪
小松菜とえのきのおかかじょうゆあえ

【作り方】

①�小松菜は色よくゆでて、3㎝の長さに

切る。えのきだけは根元を切り落とし、

長さを半分に切って熱湯でさっとゆ

で、ざるに上げて水気を切る。油揚げ

は、フライパンで油をひかずに両面をさっと焼き、細切りにする。

②�かつお節、白すりごま、しょうゆ、みりんを混ぜ合わせ、しばらく味

をなじませ、おかかじょうゆを作る。

③�①をボウルに入れて、おかかじょうゆであえる。

【材料】（4 人分）

小松菜……………………………200 ｇ

えのきだけ………………………1/2 袋

油揚げ……………………………1/2 枚

おかかじょうゆ　　　　　

　かつお節（3 ｇ）………………1 袋

　白すりごま…………………大さじ 1

　しょうゆ…………………大さじ 1/2

　みりん……………………大さじ 1/4

２
０
２
５
年
問
題

　
こ
れ
か
ら
迎
え
る
社
会
に
ど
う

対
応
す
べ
き
か
難
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
団
塊

の
世
代
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
が
全

て
75
歳
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
問

題
で
す
。

　
当
市
の
人
口
の
年
齢
構
成
は
、

現
在
、
0
～
14
歳
が

11
・
6
％
、
15
～
64
歳
が

59
・
8
％
、
65
～
74
歳
が

12
・
8
％
、
75
歳
以
上

が
15
・
8
％
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
国
の
今
後

の
人
口
推
計
に
よ
れ
ば
、

２
０
２
５
年
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
10
・
3
％
、
54
・

3
％
、
15
・
9
％
、
19
・

5
％
に
な
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
特
に
注
目
す
べ
き
は

75
歳
以
上
の
人
が
3
・

7
ポ
イ
ン
ト
高
く
な

り
、
約
5
人
に
1
人
が

75
歳
以
上
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
、

一
日
中
誰
と
も
話
さ
な
い
日
が
あ

る
と
い
っ
た
人
も
増
加
す
る
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
を
避
け
る
た

め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
医
療
や

介
護
、
予
防
に
力
を
入
れ
る
と
と
も

に
、
住
ま
い
や
生
活
支
援
も
含
め

た
包
括
的
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

を
早
期
に
確
立
し
、
全
て
の
人
が

安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
社
会
の

構
築
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
も
う
一
つ
は
、
15
～
64
歳
の
生

産
労
働
人
口
、
い
わ
ゆ
る
働
き
手

が
5
・
5
ポ
イ
ン
ト
減
少
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
地
域
の
産
業
を

ど
う
守
り
維
持
す
る
の
か
、
と
り

わ
け
高
齢
化
が
進
む
農
業
の
担
い

手
を
ど
う
確
保
す
る
の

か
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

の
在
り
方
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
と
か
く
人
口
減
少
問

題
だ
け
が
論
じ
ら
れ
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

健
康
づ
く
り
や
見
守
り

な
ど
高
齢
者
の
方
々
に

寄
り
添
っ
た
施
策
も
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
何
も
し
な
け

れ
ば
縮
む
一
方
の
地
域

の
活
力
、
経
済
、
産
業
を

い
か
に
し
て
持
続
的
に

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
こ
れ
ら
も
踏
ま
え
た
ま

ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
地
方
創
生
元
年
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
市
の
地
方
版
総
合

戦
略
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
こ

の
点
も
踏
ま
え
幅
広
く
し
っ
か
り

と
議
論
を
重
ね
、
実
効
性
の
あ
る

計
画
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
中
清
善

● 

今
月
は 

籠か
ご

田た 

で
す 

●

湿
地
帯
の
新
田
開
拓
が
地
名
の
由
来

　
籠
田
は
、
安
田
支
所
を
出
て
、
旧
国

道
49
号
の
市
道
寺
社
保
田
久
保
線
を
阿

賀
町
方
面
に
約
８
０
０
ｍ
進
み
、
国
道

２
９
０
号
と
の
交
差
点
を
左
折
。
新
発

田
方
面
に
約
2
・
3
㎞
向
か
っ
た
先
、
新

潟
県
東
部
産
業
団
地
入
り
口
で
あ
る
福

永
交
差
点
を
超
え
た
最
初
の
集
落
で
す
。

　
土
石
流
の
泥
が
堆
積
し
た
湿
地
帯
を

蛇じ
ゃ
か
ご篭
や
柵
を
設
け
て
開
拓
を
進
め
た
こ

と
が
地
名
の
由
来
と
い
わ
れ
て
お
り
、

福
永
、
羽
多
屋
、
中
山
、
ツ
ベ
タ
、
丸

山
の
各
自
治
会
に
接
し
て
い
ま
す
。

諏
訪
神
社
の
向こ

う

拝は
い

に
は
見
事
な
彫
刻

　
籠
田
に
は
、
諏
訪
神
社
、
古
諏
訪
神

社
、
稲
荷
神
社
の
3
つ
の
神
社
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
中
で
、
昭
和
9
年
に
新
築

し
た
諏
訪
神
社
の
本
殿
と
拝
殿
に
は
、

向
拝
（
屋
根
の
中
央
が
前
方
に
張
り
出

し
た
部
分
）
に
見
事
な
彫
刻
が
施
さ
れ

て
お
り
、
地
域
の
宝
と
し
て
後
世
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
篭
田
エ
コ
未
来
」
が
農
村
景
観
を
保
全

　
籠
田
で
は
、
国
の
農
地
・
水
保
全
管
理

支
払
交
付
金
を
活
用
し
、平
成
24
年
に「
篭

田
エ
コ
未
来
」
を
結
成
。
里
山
文
化
の
復

諏訪神社の拝殿の彫刻（左）と春のクリーン作戦（平成 26 年）

南

西

北

東

籠田

活
を
掲
げ
、
農
村
景
観
の
保
全
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
春
と

秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
。
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
環
境
保
全
に
関
す
る
意
識
を

高
め
て
お
り
、
今
で
は
地
域
の
ポ
イ
捨

て
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
み
ど
り
の
会
」
が
地
域
活
動
を
伝
承

　
籠
田
・
羽
多
屋
の
幼
保
園
児
や
小
中

学
生
約
20
人
で
構
成
す
る
「
み
ど
り
の

会
」。
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
が

中
心
と
な
り
、
盆
踊
り
・
さ
い
の
神
な

ど
の
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
8
月
13
日
開
催
の
盆
踊
り
は
、
一
時

途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
若
い
世
代
の
発

想
で
約
40
年
前
に
復
活
し
た
も
の
で
す
。

2
自
治
会
の
中
心
部
、
稲
荷
神
社
前
に

や
ぐ
ら
を
組
み
、
中
学
生
が
中
心
と
な
っ

て
唄
や
笛
、
太
鼓
の
地じ

方か
た

を
担
い
ま
す
。

夕
方
、
墓
参
り
の
後
、
地
方
が
発
す
る
音

色
と
と
も
に
住
民
が
集
ま
り
、
帰
省
客

も
交
え
、
籠
田
版
に
脚
色
し
た
安
田
甚

句
を
踊
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
1
月
15
日
開
催
の
さ
い
の
神
で
は
、
籠

田
多
目
的
集
会
所
前
に
竹
を
組
み
、
ス

ス
キ
を
束
ね
て
高
さ
2
ｍ
ほ
ど
の
さ
い

の
神
を
作
り
ま
す
。
参
加
者
に
は
豚
汁

が
振
る
舞
わ
れ
、
ス
ル
メ
や
餅
を
焼
い

て
無
病
息
災
を
祈
願
。
終
了
後
は
、
懇
親

会
を
開
催
し
て
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
の
世
帯
で
構
成
さ
れ
、
小
さ

い
集
落
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
を
す

る
に
も
集
ま
り
が
よ
い
の
が
特
徴
で
す
。

常
会
、
学
童
・
親
子
世
代
・
婦
人
部
等
で
、

必
要
に
応
じ
て
講
演
会
や
各
種
講
習
会

を
開
催
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
あ
い
さ
つ

を
欠
か
さ
ず
、
日
頃
か
ら
み
ん
な
で
声

を
掛
け
合
う
仲
の
良
い
自
治
会
で
す
。

（
取
材
協
力
＝
下
條
幸
雄
さ
ん
ほ
か
6
人
）

■世帯数	 26
■人　口	 105

（3 月 1 日現在）

安田支所から市営バス安田地
域循環線Aで15分～17分〔籠
田集会所前下車〕
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市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「たいよう」は、ことし パパといっしょに “たうえ”をするんだ。

いっぱい おてつだいができるように、まいにち げんきにあそん

で、ちからをつけてるの☆ “ねるこはそだつ”っていうでしょ。

ぐっすりとねむれるように、ねるまえは、ママにえほんをよん

でもらうんだ。きょうは どのえほんを よんでもらおうかな～♪

植木 太
た い

陽
よ う

くん（3 歳）／姥ヶ橋（パパ茂晴さん・ママ晃子さん）

【人の動き】	 人口 44,693 人（－ 28）	 男 21,614 人（－ 14）	 女 23,079 人（－ 14）	 世帯数 14,211（＋ 4)

平成 27 年 3 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 11 人・死亡 45 人・転入 59 人・転出 53 人

　3月 16 日、笹神地区の水田で堆肥散布が

始まりました。毎年、春と秋の 2回に分けて

約 640 ヘクタールの水田に散布されます。堆

肥の散布により化学肥料などを 50％以上低減

し、安心で安全なコメづくりを目指します。

　わたしの名前は「愛
あ い

」だ

よ。今年の 4 月で 4 歳にな

るんだ。家族からはとって

もかわいがってもらってい

て、「お手」や「おすわり」、

「待て」もできるんだよ。

　普段はおとなしいけど、

知らない人が来たときは大きな声で

知らせるよ。毎日の散歩が大好きで、

1 時間半も歩くときもあるんだよ。

早川進 さん（外城町）宅の「愛」ちゃん

　本間正樹さん（飯山新）が栽培しているイ

チゴ「越後姫」です。大粒でジューシー、そ

して甘みが強く果肉が柔らかいのが特徴で

す。今年は暖冬ということもあり、甘みも強

いそうです。収穫は 6月上旬まで続きます。


